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路工作物等の改修を行い、小屋敷第一発電所は出力を 1,200kW から 1,300kW に、小屋敷第二

発電所は出力を 880kW から 900kW へ変更しました。

　平成１３年度には、鼓川発電所の機械装置を中心に改修を行い、機能回復を図りました。

　また、平成２６年度には、最大出力に係る許認可の運用緩和を受け、性能確認試験を行い、

琴川第二発電所の出力を 640kW から 660kW へ変更しました。

　琴川第一、第二発電所においては、改修から 35 年が経過し、大幅な機器の改修が必要となっ

たことから、令和６年度から再生可能エネルギーの固定価格買取制度（FIT）を活用したリプレー

スを実施しており、令和９年３月の運転開始を予定しています。

　琴川第三発電所は、琴川ダム建設に伴い、取水口が水

没することとなり、琴川総合開発事業に合わせダムの放

流水と落差を有効に利用した既存発電所の再開発を行い

ました。

　平成１７～１９年度に発電専用施設の工事を実施し、

水力発電方式は水路式から、ダム水路式に変更し、最大

出力は 340kW から 1,100kW に増強しました。

琴川第一発電所 琴川第二発電所

小屋敷第一発電所 小屋敷第二発電所

藤木発電所 鼓川発電所

琴川第三発電所
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　県営１７番目の発電所として昭和６３年４月に運転を

開始しました。

　発電所を地下式として公園のような外観と、建屋には

旧三富村在住の小中学生から募集した絵画（三富村の伝

説、金の鳥）をモザイクタイルの壁画で施すなど特色の

ある発電所となっています。

　運転開始から３０年以上が経過し、機器の全面的な改

修が必要となったことから、令和２～４年度に「下釜口

発電所リプレース工事」を行い、最大出力を 1,800kW

から 960kW（最大取水量を 1.6㎥ /s から 0.82㎥ /s）に

見直し、高効率な発電を行うことにより発電電力量の増加と、配電線に連系化することにより

屋外変電設備を撤去しました。

　また、屋外変電設備のスペースを地域の防災や教育に活用することを目的に開放し、災害等

で地域が停電となった際には、電気自動車や携帯電話に電源供給ができる充電設備を設けてい

ます。

◎発電総合制御所（クリーンエネルギーセンター）

　県のほぼ中央に位置する甲斐市の赤坂台に発電総合制御所があります。平成１０年４月に、

早川水系の６発電所を始め、笛吹川水系の１１発電所及び塩川発電所の監視制御業務を一元化

することにより、発電事業を円滑に進める拠点として整備し、監視制御業務についてはネット

ワーク化とシステム化により、高度化・効率化を図りました。

　平成１３年４月から塩川発電所の管理を、また、その後建設した小水力発電所の遠方監視と

管理を行っています。

　発電総合制御所内の展示室には、水力発電や太陽光発電、風力発電などの諸資料の展示やミ

ニシアター、参加体験装置などを用意するとともに、屋外にも水力・風力発電装置等を設置す

るなど、“環境とエネルギー”について多くの県民に理解していただけるよう工夫しています。

　また、屋上には、２０kW の太陽光発電設備を設置しています。

発電総合制御所

クリーンエネルギーセンター・展示室

制御室

啓発事業（夏休み親子クリーンエネル工作教室）

下釜口発電所
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　塩川発電所は、塩川総合開発事業として建設された塩川ダムの直下右岸に、ダム放流水を有

効利用した県営１８番目の発電所として、平成１０年４月から運転を開始しました。

　塩川ダムの利水放流設備から分岐導水し、流量制限装置によりダム完全従属式の発電を行っ

ています。

塩川ダム 塩川発電所全景
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◎クリーンエネルギー開発の取り組み

～グリーンイノベーションの推進～

　山梨県では、恵まれた自然環境を活かした再生可能エネルギーにより、安価で安定的なエネ

ルギー供給を確保し、安定した企業活動を支える地域づくりを目指しています。

　企業局では、電気事業により培った技術力や経営資源を生かし、これまで様々な地域貢献や、

県施策と連携し活力ある地域づくりを行なってきましたが、現在、県内におけるエネルギー供

給力を充実させるとともに、環境負荷の少ないクリーンエネルギーの普及促進を図ることによ

り、自立・分散型エネルギー社会の構築を目指す、「グリーンイノベーション推進事業」に取り

組んでいます。

　特に、太陽光発電等の再生可能エネルギーの導入拡大を見据え、その電力を安定的かつ効率

的に利用するため、民間企業等と共同で、様々なタイプの新たな電力貯蔵技術の開発を行なう

とともに、実証試験用の太陽光発電所を建設し、蓄電システムと組み合わせた系統連系試験を

行っています。更に、カーボンニュートラル社会の実現に向け、太陽光発電の電力で水素を製

造し、貯蔵・輸送・利用まで一貫したシステムによる実証実験を行うなど、全国に先駆けた電

力貯蔵技術に関する研究事業に取り組んでいます。

○水力発電

（１）新規開発地点の調査

　二度の石油ショックから石油代替エネルギーの開発、国産エネルギーの開発が重要となり、

また近年地球温暖化に象徴される地球的規模の環境問題への関心が高まる中で、発電過程で二

酸化炭素を排出しない水力発電は、地球温暖化防止対策として有効であるとされています。

　また、平成２３年３月の東日本大震災により、原子力発電所の安全性が大きく問題視されて

いる中で、再生可能エネルギーである水力発電の開発が、より一層必要とされています。

　企業局においても、平成２８年３月２９日に策定した「山梨県企業局経営戦略」において、

純国産であり再生可能な水を利用した水力発電を積極的に推進することとしており、新規開発

地点の調査を進めています。

　平成３０年度から、早川町内では 7 番目となる保川発電所の建設事業をスタートさせており、

令和８年度の運転開始を目指しています。

（２）小水力発電の推進

　企業局では平成１４年度から出力 1,000kW 以下の小水力発電の導入可能性調査を実施し、そ

の成果をもとに平成１８年度には、市町村等が主体となって設置する小規模河川、農業用水路、

砂防ダム及び水道施設等の小流量・小落差を活用した出力 100kW 以下のマイクロ水力発電の

開発に対する技術支援を開始しました。

　平成２０年１１月には「小水力発電開発支援室」を設置し、小水力発電の活用を促進するた

めの支援体制を強化するとともに、平成２１年５月には県内の小水力発電可能地点を示した「や

まなし小水力発電推進マップ」を公表しました。

　また、平成２１年度からは企業局が主体となり、上水道、トンネル湧水、ダム維持放流、砂

防ダムを利用する小水力発電のモデル施設を整備し、平成２６年度には、これらの発電所の事

例集を発行しました。

　更に、小水力発電の更なる普及促進に向け、新たに始まった固定価格買収制度を利用し、平

成２５年度から１０箇所程度の小水力発電の開発を目指す「やまなし小水力ファスト１０」に

取り組んでいます。

　令和５年３月からは、大月市の深城ダムの直下流に深城発電所の放流水を有効活用した「深

城第二発電所」の建設に着手しています。
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①小水力発電の導入を推進するためのモデル施設

　本発電所は、既設の大城川砂防ダムの流水と

落差を利用した小水力発電所であり、小水力発

電の導入を推進するためのモデル施設として４

例目になります。

　既設砂防ダムの水通し部に樋を設置して取

水する方式は、我が国で初めての例になりま

す。取水した水はＦＲＰＭ管により発電所に導

水し、横軸チューブラ水車で発電を行い、平成

２６年９月から運転を開始しました。

　

　峡北地域広域水道企業団の塩川浄水場と、須玉

第一減圧槽間の遊休エネルギーを利用した小水力

発電所です。

　小水力発電の導入を推進するためのモデル施設

として建設され、平成２２年４月より運転を開始

しました。

　

　本発電所は、若彦トンネルの湧水の一部を利用

した小水力発電所で、本県の豊かな水資源を利用

した小水力発電所です。

　小水力発電の導入を推進するためのモデル施設

として可動式水車発電機カバーを採用し、防塵・

防音対策を施して建設され、平成２２年４月より

運転を開始しました。

　相模川水系葛野川に洪水調節、取水の安定化、河川環境の保全や水道用水の確保を目的とし

て建設された深城ダムの放流施設から、常時放流されている放流水を利用した小水力発電所で、

本県の豊かな水資源を活用した環境に優しい自然エネルギーである小水力発電の導入を推進す

るためのモデル施設として既設放流管を分岐し、発電用の水圧鉄管を接続して建設され、平成

２４年４月から運転を開始しました。
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②やまなし小水力ファスト１０

　本発電所は、かんがい用水路の未利用落差を

有効活用したもので、国において河川法の規制

緩和があり、慣行水利を利用した発電が河川法

の許可を得ず登録することで可能になったこと

から、この制度を利用した県内で初めての事例

として建設を行ったものです。

　入口弁や流量調整機能を省き機械装置を簡素

化した発電所です。

　「やまなし小水力ファスト１０」の１地点目

の発電所で平成２７年４月から運転を開始しま

した。

　本発電所は、甲州市内を流れる重川の安定し

た水量と、既設堰堤間の落差を利用した小水力

発電所で、「やまなし小水力ファスト１０」の

２地点目の発電所として平成２９年６月に運転

を開始しました。

　全国的にも希な公営温泉施設の敷地内に建設

したもので、温泉施設の利用客を始め、多くの

方々に、身近なエネルギーを利用する小水力発

電の有効性を知っていただけるよう、大型窓、

説明パネル及び出力表示盤を設置する等、啓発

施設の設置に工夫を凝らしています。

　本発電所は、峡東地域広域水道企業団の杣口浄水場から第一減圧槽間 ( 峡東第一 ) と第一減圧

槽から第三減圧槽間 ( 峡東第二 ) の未利用エネルギーを利用した小水力発電所で、「やまなし小

水力ファスト１０」の３地点目及び４地点目となる発電所として、平成３１年４月に運転を開

始しました。

　発電所の建設にあたり、水道利用者に影響が生じないよう、当局の発電所では初めての無断

水工法を取り入れて施工を行っています。
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　本発電所は、水利使用規則に基づく西山ダム維持放流設備の新設に併せ、安定した流量と落

差を利用した小水力発電所で、「やまなし小水力ファスト１０」の５地点目の発電所として、令

和２年８月に運転を開始しました。

　ダム水位の変化に合わせて放流量が一定になるよう運転時は水車ガイドベーンの開閉により、

停止時は放流弁の開度により自動制御します。

　本発電所は、農業用水路の落差を有効活用し

た小水力発電所で、「やまなし小水力ファスト

１０」の６地点目の発電所として令和５年８月

に運転を開始しました。

　県営では初めての開放型水車を採用し稼働状

況を見ることができるため再生可能エネルギー

教育と、停電時でもスマートフォンなどへの充

電ができるため地域の防災にも貢献します。

　発電所の名称は、地域に親しんでもらえるよ

う地元の小学生に募集し、富士吉田市立吉田小

学校５年生（当時）の作品を選定しました。

○太陽光発電

（1）太陽光発電フィールドテスト事業

　企業局では地球環境に優しいエネルギーとして、太陽光発電の有効性に早くから着目し、そ

の実用化のため国 (NEDO) との共同研究として、平成５年度、「丘の公園」内に太陽光発電施

設 ( 最大出力 95kW) を建設し、「太陽光発電フィールドテスト事業」として平成６～９年度ま

で、また「発電総合制御所」( 最大出力 20kW) では、平成９～１３年度まで発電効率などの調査・

研究を行いました。

　共同研究終了後も引き続き独自でデーターの収集を行い、設備の耐久性、効率の経年変化な

どの調査・研究を続けています。
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（2）米倉山太陽光発電所

　山梨県は全国有数の日射量を有していることから、この地域特性を最大限に活用し、県内の

二酸化炭素排出量削減に寄与することを目指し、平成２１年度から甲府市米倉山において、当

時は内陸部で国内最大規模となる出力１万 kW の太陽光発電所を建設するメガソーラー発電計

画を、東京電力㈱と共同事業で進め、平成２４年１月に運転開始しました。

（3）米倉山次世代エネルギー PR 施設「きらっと」

　次世代エネルギーの一大拠点・米倉山において、太陽光発電などの再生可能エネルギーから

グリーン水素をつくる「やまなしモデル P2G システム」が国内外から注目されるなど、脱炭素

化の流れをリードする山梨ならではの情報と多彩な学びを提供する施設です。

《施設概要》

　  P R 施設　

　　　　・規模：約 287 ㎡（鉄骨平屋造）

　　　　・開館：令和６年４月

　  屋外施設

　　　　・米倉山太陽光発電所出力表示

　　　　・施設見学用遊歩道：約 800m

　　　　・CLT 屋外休憩施設サンシェード

　　　　　テラス

　　　　・ヤギとのふれあいスクエア

サンシェードテラス（CLT 屋外休憩施設） ふれあいスクエア

上空から見た米倉山太陽光発電所（全体） 展望台から見える太陽光パネル
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（4）米倉山次世代エネルギーシステム研究開発ビレッジ（Nesrad）

　国や民間企業との連携を更に深め、新たな産業の芽の創造や、県内産業の発展を目指すため、

世界最先端の蓄電システムや水素・燃料電池等に関する技術者が交流する研究開発拠点として、

米倉山次世代エネルギーシステム研究開発ビレッジ（Nesrad）を建設しました。

　この Nesrad では、国内最高の燃料電池の評価機関である FC-Cubic や、民間企業８団体が入

居し研究開発を進めています。

きらっと 次世代エネルギーゾーン

イマーシブ回廊 山梨の電源開発と体験型学習ゾーン
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（5）再生可能エネルギー安定利用の推進

 ① 超電導による電力貯蔵技術実用化の推進（短周期蓄電）

　太陽光発電や風力発電などの再生可能エネルギーは、自然条件によって発電量が大きく変化

することから、効率的にエネルギーを利用するためには、大量に電力系統に接続された場合の

電圧変動や周波数変動など、電力系統への影響を抑える必要があります。

　この課題を解決する対策として、リニア中央新幹線に応用されている「超電導技術」を用い

た電力貯蔵技術（超電導フライホイール蓄電システム等）の研究開発を進めるため、山梨県で

は平成２３年６月に、日本を代表する超電導研究機関である公益財団法人鉄道総合技術研究所

（以下「鉄道総研」という。）と協定を締結し、県内での技術開発と実証試験の実施に向けた取

り組みを進めました。

　「超電導フライホイール蓄電システムの開発」について、ＮＥＤＯ（国立研究開発法人　新エ

ネルギー・産業技術総合開発機構）の助成を受け、平成２４年度から平成２７年度にかけて、

機器開発及び太陽光発電と組み合わせた系統連系試験を行ないました。更に、平成２８年度以降、

フライホイールの高速回転時の安定性の向上、超電導磁気軸受の浮上力強化等の技術開発に取

り組み、概ね実用レベルに達したことから、まずは鉄道分野への適用を図るため、平成３０年

３月、東日本旅客鉄道株式会社（ＪＲ東日本）及び鉄道総研と合意書を締結し、鉄道事業の営

業線では初めて「超電導フライホイール蓄電システム」実証試験機を中央線穴山駅に隣接する

穴山変電所に設置して令和４年６月から令和６年３月まで実証試験を実施しました。

※ 超電導フライホイール蓄電システム

・フライホイール蓄電システムとは、電気エネルギーを一時的にフライホイール（ローター）

の回転運動による物理的なエネルギーに変換することで保存しておき、電気が必要な時に、

回転運動から発電によって電気を取り出すシステムです。

・フライホイール蓄電システムのうち、回転するフライホイールの軸受を超電導技術の活用

で非接触化することにより、損失によるエネルギーの減少を抑制するだけでなく、耐荷重

能力を高め、大容量のエネルギー貯蔵を目指した蓄電システムの開発を行い、併せて、高

回転速に耐えうる高強度素材のフライホ

イールや発電電動機の開発も行いました。

※ 米倉山実証試験用太陽光発電所

　　最大出力　　　　　　990kW

　　年間発電電力量　　　1,127,000kWh

　　運転開始　　　　　　平成２６年９月

 ② ハイブリッド水素電池システムの開発（中周期蓄電）

　充放電周期が数分から１日の中周期蓄電として、「ハイブリッド水素電池システム」をエクセ

ルギー・パワー・システムズと共同で開発に取り組んでおり、平成２８年３月にＮＥＤＯの助

成事業として採択を受け、同年１１月から太陽光発電と組み合わせた実証試験を開始しました。

　ハイブリッド水素電池システムについては、従来の電池構造を見直し、放熱性や耐久性等を

大幅に向上させ、「連続」かつ「高速」での充放電が可能な「大型」の蓄電システムであり、電

力系統の安定化対策だけでなく、工場等に設置することによるピークカット（省エネ）への適

用も見込まれます。また、本システムは山梨県内で製造されることから、県内産業の活性化へ

の貢献も期待されます。

　エクセルギーでは、海外の電力調整市場への参入を進めており、平成３０年７月に、アイル
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ランド国内において、ハイブリッド水素電池システムを用いた電力需給バランスの調整を行う

事業を開始しました。平成３０年度から施設整備を進め、令和２年度から電力需給調整サービ

スを開始しています。

　更に、令和２年度に企業局から出資を受け、世界的にニーズの多いメガワット級蓄電システ

ムの充放電試験が行える設備を米倉山に設置し、令和３年度から稼働しました。

　これまでの研究開発の成果を基に水力発電所と蓄電システムとの組合せにより、ピークシフ

トや需給調整に対応した電力として供給することを目指し、令和６年１月に「やまなしフレキ

シビリティカンパニー」（YFC）を設立しました。

 ③ 水素電力貯蔵技術の開発（長周期蓄電）

　平成 28 年 11 月、NEDO の委託事業として、民間企業３社と共同で太陽光発電の電力と水か

ら CO2 フリーのグリーン水素を製造する P2G システムを米倉山に建設し、そこで水素を製造、

利用する技術開発と、社会実証に向けた取り組みを開始しました。

　令和３年６月、水電解装置や出荷施設等の施設が完成したことから、システムの試運転を開

始するとともに、CO2 フリーのグリーン水素を製造し、安全に貯蔵・輸送、県内の工場とスーパー

マーケットで熱や電力として利用する社会実証試験を全国に先駆けて開始しました。

　令和３年７月、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会で、大会関係車両として

使用する燃料電池車へ水素を供給する ENEOS と、米倉山で製造したグリーン水素を ENEOS

東京目黒水素ステーションへ供給することについて合意し、９月までの間に約 600N㎥の水素

を輸送し、利用されました。

　令和３年９月、国のグリーンイノベーション基金事業の第１号案件として、P2G システムを

大規模化・モジュール化し、工場や再生可能エネルギー施設のオンサイトに整備し、熱エネルギー

における化石燃料の利用をグリーン水素へ転換する事業について、NEDO の助成を受け、民間

企業７社とコンソーシアム「H2-YES」を構成し、取り組んでいくことを発表しました。

　令和 3 年 12 月、NEDO の助成事業として、水素製造・利活用ポテンシャル調査と、地域モ

デル構築技術開発事業の採択を受け、様々な分野の工場等への導入拡大を図るため、P2G シス

テムを小規模パッケージ化する技術開発への取り組みを開始しました。

　米倉山の P2G システムで製造したグリーン水素の供給を行うとともに、システムの高効率化・

大容量化に向けた技術開発を行い、国内外への当該システムの導入拡大を図るため、令和３年

４月、東京電力ホールディングス及び東レと、共同事業体「やまなしハイドロジェンカンパニー

(YHC)」の設立に向けた合意書を締結、令和４年２月に会社を設立し同年４月より業務を開始

しました。

　米倉山産グリーン水素については、国内屈指の歴史を持った自動車レースである「スーパー

耐久シリーズ」の 2022 年シリーズに参戦する、トヨタ自動車の水素エンジンカローラの燃料

として供給しました。また、令和４年４月よりキッツ長坂工場水素ステーションに、工場で使

用する燃料電池フォークリフト等の燃料利用のため供給を開始し、各分野における連携を広め、

CO2 フリー水素のサプライチェーンの構築を推進しています。

　P2G システムの工場への導入に向けた取り組みも進んでおり、グリーンイノベーション基金

事業として、サントリー白州工場に国内最大規模となる 16MW 級の大規模 P2G システムを導

入し、世界トップクラスのグリーン水素の製造・利用拠点を目指すことを令和 4 年 9 月に発表

しました。また、小規模パッケージ化した P2G システムについては、令和 4 年 8 月には、川越

市内の大成建設のコンクリート部材工場へ、令和６年５月には、白河市内の住友ゴム工業のタ

イヤ工場への導入が決定しています。

　世界規模での拡大が見込まれるグリーン水素市場を見据え、P2G システムの海外展開につい

ても取り組みを進めており、NEDO の国際実証事業として、インドのマルチスズキ（スズキ自



－ 24 －

動車の現地法人）の工場への導入を目指した可能性調査を開始し、令和６年３月から実証前調

査に着手しています。

　更に、東レが開発した世界最先端の電解質膜を使用する固体高分子形の、やまなしモデル

P2G システムの特長を活かし、電力ネットワーク内の需給バランス調整を行う実証試験を、東

京電力エナジーパートナー及びエナジープールジャパンと共同で開始しました。（令和 4 年 6 月）
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◎県民福祉の増進

　電気事業の経営はこれまで良好に推移してきており、市町村振興資金の原資や美術館資料等の

購入資金を一般会計に低利で貸し出すなど、県の施策の推進にも大きな役割を果たしてきました。

　また、昭和５２年に本県公営企業発足２０周年を記念し、ジャン・フランソワ・ミレーの絵

画「種をまく人」他１点、ヘンリー・ムアの彫刻「４つに横たわる人体」を購入したのをはじ

め、昭和６１年には３０周年を記念し、ブールデルの彫刻１点、平成８年の４０周年にはミレー

の絵画１点と舟越保武の彫刻１点を購入し、県立美術館に寄託展示することにより、県民を始

め山梨県を訪れる人たちに広く作品に触れる機会を設け、文化の発展に寄与しています。

　更に、自然の恵みから得られた利益を、環境保全に資する事業等を通して広く県民に還元す

るため、平成１７年度から毎年１億円を一般会計に繰り出すとともに平成２９年度からは、東

京電力と共同して開始した「やまなしパワー」により増収となる利益分として１億５千万円を

子育て支援事業の財源として、一般会計に繰り出すこととしました。令和元年度には、教育関

連事業を対象に加え３億６千万円を、令和２、３年度は５億円の繰り出しを行い、県民福祉の

増進に寄与しています。

　また、発電総合制御所１階のクリーンエネルギーセンターを一般開放しており、多くの児童

生徒が見学に訪れる他、クリーンエネルギーの普及を目的とした各種イベントを行っています。

　米倉山次世代エネルギー PR 施設「きらっと」は米倉山太陽光発電所 PR 施設「ゆめソーラー

館やまなし」として平成２４年１月２８日に開館し、令和６年４月４日にリニューアルオープ

ンしました。世界に先駆けて山梨県が取り組んでいる水素などの次世代エネルギーの情報発信

拠点として、令和５年度末までに８万６千人を超える見学者が訪れました。

○ 県立美術館寄託美術品　		  　　  ７億 7,000 万円

○ 一般会計繰出金の内容（令和５年度）

    ・子育て支援事業　　　　　　　　　　　 １億 7,000 万円

　 ・クリーンエネルギー推進事業　　　　　　　 　  45 万円　　

　 ・地球温暖化対策事業　　　　　　　　　　　  2,806 万円　　計５億円

    ・環境保全関係事業　　　　　　　　　　　　  6,149 万円

　・教育関係事業　　　　　　　　　　　　 ２億 4,000 万円

○ その他、県・市町村交付金等（令和５年度）

    ・水利使用料（県）			   　　 １億 4,322 万円

    ・所在市町村交付金			          １億 5,822 万円

    ・県道南アルプス公園線管理費負担金 	     1,000 万円

    ・早川上流域保安林整備事業　　　　　　　　　 442 万円
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